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１． はじめに 

 わが国は，2000 年代から訪日外国人観光客の誘致に

力を入れており,日本における訪日外国人訪問者数は

年々増加している。2003年は 621.9万人１）であったが，

2019 年には，約 3,188 万人１），インバウンド消費額は

4.8 兆円１）に上り，大きな経済効果が認められている。 

 

図－１ 訪日外国人旅客数とインバウンド消費額 

本研究では，新型コロナウィルス感染症（COVID-19）

収束後，インバウンド需要が徐々に回復していくとい

う条件の下，研究を進めていく。 

東北地方は，他地域と比較して観光で訪れるインバ

ウンド旅客や宿泊需要が少ない傾向が見られる。これ

らの原因は，九州地方との比較や既存研究から，主要

空港の国際定期便の本数，到達所要時間（サービスレ

ベル），観光地であると考えた。そこで，今後のインバ

ウンド旅客数増加が期待できる東北地方を対象とし，

その影響を与える宿泊需要要因を抽出し，分析を行う。 

２． 既存研究と本研究の位置付け 

 日本政策投資銀行が行った，インバウンド意向調査

２）によると，新型コロナの収束後に日本を訪れたい外

国人はアジアで 89％，欧米豪で 81％という結果になっ

ており，需要弾力性が見て取れる。 

清水ら３）は，韓国人は九州地方，台湾人は東京・大

阪，中国人は関東・関西を周遊するルート（ゴールデ

ンルート）の訪問が多いことを明らかにした。また，

地方部における延べ宿泊者数に対する直行便や世界遺

産の影響を課題点としていた。これらの研究では，東

北地方に着目されていない。そこで本研究では，宿泊

需要要因を特定する為，空港と観光地，中心市街地へ

のアクセス，世界遺産などがどのように影響している

のか明らかにする。 

３． 研究方法 

 本研究を行うにあたって，要素間の関連を見つける

ための相関分析，要素の影響度合いを把握するための

重回帰分析を行った。 

重回帰分析の式については，以下の通りである。 

𝑌 = 𝛽0 + 𝛽1𝑥1 + 𝛽2𝑥2 +・・・ + 𝛽𝑛𝑥𝑛     (1) 

Y:目的変数 X:説明変数 β:偏回帰係数 

目的変数 Y：県別外国人延べ宿泊者数（宿泊旅行統計

調査） 

説明変数 X：訪問者数・周辺の観光地・空港サービス

レベル（便数） 

訪日外国人観光客の周遊パターンを図－２に示す。 

 

図－２ 訪日外国人の周遊パターン 

対羽田空港，対仙台空港，対地元空港の時間算出に

際しては，表－１～表－３のように算出を行った。 

表－１ 対東京の所要時間イメージ 

対東京 国内線利用 新幹線利用 

STEP１ 国内線飛行時間

（羽田空港出発） 

新幹線乗車時間 

（東京駅出発） 

STEP２ 中心駅までの移動

時間 

中心駅までの移動

時間（青森県） 

表－２ 対仙台の所要時間イメージ 

対仙台 鉄道利用 バス利用 

STEP１ 仙台空港アクセス線 

（25 分） 

STEP２ 中心駅までの移動

時間 

中心駅までの移動

時間 
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表－３ 対地元の所要時間イメージ 

対地元 バス利用 

STEP１ 中心駅までの移動

時間 

４． 相関・重回帰分析結果 

４．１ 相関分析 

 相関分析の結果，訪日外国人の延べ宿泊者数は，直

行定期便数に正の相関が見られたが，国立国定公園，

温泉地の数，対仙台，地元空港の到達時間には負の相

関が見られた。また，スキー場，外国人訪問者数，世

界遺産や国宝・重要文化財，対東京の到達時間には相

関が見られなかった。相関分析の結果を表－４～表－

５に示す。 

表－４ 相関分析結果（訪問者数・周辺の観光地） 

 

表－５ 相関分析結果（空港サービスレベル） 

 

国際線直行定期便就航地は，チャーター便で利用実

績が継続的に認められ，需要があるため，正の相関が

見られたのではないかと考えられる。 

世界遺産が空港や鉄道駅といった地点から離れた位

置に所在していること，国宝や重要文化財の文化的貴

重性が訪日外国人観光客に伝わっていないこと，また

ガイドブックの掲載や観光地化がされていないこと，

宿泊施設と観光地間の距離が離れていることが相関の

見られない原因として考えられる。 

対仙台や地元空港と比較して，対東京の到達時間の

相関が低いことから，東北地方に直接入り，周遊を行

っている傾向がわかる。 

４．２ 重回帰分析 

続いて，空港サービスレベルの要素間の影響度合い

を調べる目的で，重回帰分析を行う。結果を表－３に

示す。 

表－６ 重回帰分析結果 

 

t値や p 値が概ね良好な値となり，当てはまりが良い

ことが分析を通じて明らかにされた。このことから，

空港サービスレベル要素間がそれぞれ影響しているこ

との裏付けになった。 

５． まとめ 

５．１ 結論 

 本研究は，宿泊需要が主要空港の国際定期便の本数，

到達所要時間（サービスレベル），観光地によって影響

されると仮定して分析を行った。分析結果から，訪日

外国人観光客の宿泊需要は，一部の観光地や空港サー

ビスレベルに影響され，訪問者数には影響されないこ

とがわかった。訪問者数のみに囚われず，周辺の立地

状況などを鑑みながら，宿泊を増加させるような観光

誘致・施策が必要ではないかと考える。 

５．２ 今後の課題 

この研究を通して，日本各地域の魅力度が宿泊需要要

因に関連すると思われるため，地域の魅力度を考慮し，

国際線チャーター便数も要素として組み込むことで，

より精緻な分析ができるのではないかと考えた。 
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